
午
後
一
時
半
か
ら
開
催
の

公
開
講
演
会
は
、
本
学
の
海

部
宣
男
教
授
に
よ
る
「
宇
宙

の
膨
張
・
宇
宙
の
果
て
」
が

テ
ー
マ
で
あ
る
。
今
年
は
世

界
天
文
年
と
さ
れ
て
い
る
。

海
部
教
授
は
そ
の
国
内
行
事

の
責
任
者
を
務
め
ら
れ
て
い

る
。
興
味
深
い
お
話
が
聞
か

れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

午
前
十
時
か
ら
の
熟
年
会

の
公
開
勉
強
会
は
「
食
の
安

全
・
日
本
の
農
業
」
と
題
し

て
、
大
竹
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
も
と
、
食
の
安
全
や
需
給

率
が
50
％
を
切
っ
て
い
る
日

本
の
食
糧
問
題
、
農
業
再
生

等
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
。

十
二
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
映
画
会
は
中
国
語
サ
ー
ク

ル
主
催
で
、
文
化
革
命
当
時

の
状
況
を
描
く
中
国
映
画
で

注
目
さ
れ
る
。

午
後
十
二
時
半
か
ら
の
ト

レ
ヴ
ィ
の
会
ほ
か
の
オ
カ
リ

ナ
演
奏
も
初
の
イ
ベ
ン
ト
で

楽
し
み
。
放
送
大
学
校
歌
を

は
じ
め
、
皆
さ
ん
が
合
唱
で

き
る
よ
う
な
曲
も
演
奏
す
る
。

午
前
十
時
半
か
ら
の
健
康

体
操
研
究
会
の
健
康
体
操
、

心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る

メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い

る
の
で
参
加
し
よ
う
。

同
じ
く
午
前
十
時
半
か
ら
、

熟
年
会
の
Ｐ
Ｃ
初
心
者
教
室

が
開
催
さ
れ
る
。
は
じ
め
て

の
方
大
歓
迎
だ
そ
う
で
あ
る

の
で
、
こ
の
機
会
に
パ
ソ
コ

ン
に
触
っ
て
み
よ
う
。

午
後
一
時
か
ら
サ
ー
ク
ル

お
お
み
や
主
催
の
落
語
会
が

開
催
さ
れ
る
。
さ
い
た
ま
市

出
身
の
柳
家
喬
の
字
さ
ん
の

解
説
と
実
演
で
あ
る
。

柳
家
喬
の
字
さ
ん
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
五
三
年
岩
槻
で
生
ま

れ
る
。
東
京
福
祉
大
学
卒
業

後
介
護
福
祉
施
設
勤
務
を
経

て
平
成
一
七
年
柳
家
さ
ん
喬

一
門
に
入
門
し
た
。
介
護
福

祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
の

資
格
を
持
つ
。

な
お
、
2
日
間
を
通
し
て
、

学
生
、
同
窓
生
等
の
絵
画
、

写
真
、
書
道
そ
の
他
の
作
品

が
展
示
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、

サ
ー
ク
ル
紹
介
や
茶
席
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
等
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
る
。

フ
ェ
ス
タ
の
最
後
を
飾
る

の
は
、
賛
助
券
所
持
者
の
交

流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
プ

ロ
の
奏
者
に
よ
る
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
演
奏
、
俳
句
・
川
柳
大

会
の
表
彰
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

等
多
彩
な
趣
向
を
こ
ら
し
た

企
画
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

フ
ェ
ス
タ
は
今
回
で
3
回

目
で
あ
る
が
回
を
重
ね
る
毎

に
新
し
い
企
画
が
生
ま
れ
、

ま
す
ま
す
楽
し
い
も
の
に
な
っ

て
る
。
大
勢
の
学
生
、
同
窓

生
が
参
加
さ
れ
交
流
を
深
め

て
も
ら
い
た
い
。
さ
ら
に
地

域
の
方
々
に
も
お
出
で
い
た

だ
き
放
送
大
学
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ

て
い
る
。

今
回
は
東
京
文
京
学
習
セ

ン
タ
ー
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

東
京
メ
ト
ロ
丸
の
内
線
「
茗

荷
谷
」
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、

筑
波
大
学
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
あ
る
文
京
学
習
セ
ン
タ
ー

は
緑
と
静
け
さ
に
囲
ま
れ
、

都
心
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ

せ
る
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
、

訪
問
者
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

桂
井
誠
セ
ン
タ
ー
所
長
に
御

挨
拶
し
、
二
宮
徹
平
事
務
長

に
た
っ
ぷ
り
と
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

［
明
る
い
学
生
ホ
ー
ル
］

学
習
セ
ン
タ
ー
の
入
り
口

を
入
る
と
、
右
手
に
壁
全
面

を
使
っ
た
掲
示
板
、
左
手
が

学
生
ホ
ー
ル
で
す
。
面
接
授

業
や
試
験
期
間
で
も
な
い
の

に
、
大
勢
の
学
生
さ
ん
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ラ
ッ
ク

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ

な
ど
各
種
情
報
が
整
然
と
並

び
、
新
聞
も
自
由
に
読
め
る

よ
う
配
置
さ
れ
て
明
る
く
開

放
的
な
空
間
で
、
学
習
セ
ン

タ
ー
の
配
慮
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

［
充
実
し
た
学
習
環
境
］

文
京
学
習
セ
ン
タ
ー
の
地

の
利
は
抜
群
で
、
都
内
で
働

き
な
が
ら
学
ぶ
人
や
、
日
本

全
国
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
考

え
て
も
、
放
送
大
学
随
一
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に

学
習
内
容
に
つ
い
て
も
、
桂

井
教
授
、
杉
森
・
宮
本
・
山

口
准
教
授
を
中
心
に
、
森
田
・

河
上
・
武
内
・
松
下
客
員
教

授
と
最
強
の
布
陣
が
敷
か
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
常
に
最
新
の
情

報
に
書
き
換
え
ら
れ
る
な
ど
、

学
習
環
境
整
備
へ
の
努
力
が
、

全
国
で
最
多
学
生
応
募
数
獲

得
と
い
う
結
果
に
繋
が
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

［
学
習
セ
ン
タ
ー
校
舎
改
築
］

放
送
大
学
長
年
の
悲
願
で

あ
っ
た
、
文
京
学
習
セ
ン
タ
ー

校
舎
改
築
が
つ
い
に
着
工
さ

れ
最
新
の
ビ
ル
に
変
わ
る
そ

う
で
す
。
そ
れ
が
、
広
さ
も

五
千
平
米
と
い
い
ま
す
か
ら
、

筑
波
大
学
と
の
共
有
部
分
を

含
め
て
も
、
放
送
大
学
の
利

用
面
積
は
大
き
く
広
が
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

［
茗
荷
祭
開
催
］

文
京
区
は
区
内
に
東
京
大

学
を
始
め
と
し
て
15
大
学
が

存
在
す
る
文
教
地
域
で
す
。

そ
こ
で
文
京
ア
カ
デ
ミ
ー
と

い
う
区
の
組
織
が
、
多
彩
な

講
座
を
組
ん
で
区
民
の
生
涯

教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
各
学
長
講
演
会
が

組
ま
れ
、
今
年
は
我
ら
が
放

送
大
学
の
石
学
長
が
講
演
さ

れ
ま
す
。

10
月
24
日
（
土
）
2
時
～
3

時
30
分
、
会
場
は
「
ア
カ
デ

ミ
ー
茗
台
」
。
そ
れ
と
並
行

し
て
東
京
文
京
学
習
セ
ン
タ
ー

で
は
茗
荷
祭
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
同
日
、
場
所
は
「
東
京

文
京
学
習
セ
ン
タ
ー
構
内
」
、

開
催
時
間
は
9
時
30
分
～
4

時
で
す
。
こ
こ
で
も
、
学
習

セ
ン
タ
ー
と
、
学
生
サ
ー
ク

ル
、
同
窓
会
が
一
つ
に
な
っ

て
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

埼
玉
と
の
交
流
も
大
い
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
岡
里
、
福
島
、
森
岡
）

定
年
退
職
後
、

放
送
大
学
に
籍
を

置
く
私
の
学
習
ニ
ー

ズ
は
、
こ
れ
ま
で

に
学
ん
だ
知
識
と

経
験
を
土
台
と
し
、

さ
ら
に
放
送
大
学

で
の
講
義
の
中
で
、

幅
広
く
学
習
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
分
の
教
養
を
さ
ら
に

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

私
は
、
常
日
頃
、
「
人
生

は
、
毎
日
が
経
験
の
場
で
あ

り
、
多
様
な
知
識
を
得
る
学

習
の
場
で
も
あ
る
」
と
思
っ

て
い
る
。
高
齢
と
な
っ
て
も
、

ま
だ
ま
だ
、
知
り
た
い
こ
と

は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
私
の
生
涯

学
習
は
い
ま
だ
中
途
段
階
で

あ
ろ
う
。

せ
め
て
、
社
会
情
勢
に
取
り

残
さ
れ
な
い
よ
う
、
社
会
の

で
き
事
に
関
心
を
持
ち
、
常

に
新
し
い
情
報
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
残
さ
れ
た
人
生
の

中
で
、
意
欲
を
失
わ
ず
に
学

習
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
、

「
私
の
生
涯
学
習
観
」
と
な

る
よ
う
に
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
家
の
中

に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、
で
き
る

だ
け
外
部
の
人
と
接
す
る
機

会
を
設
け
て
、
自
分
に
な
い

知
識
を
少
し
で
も
吸
収
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

「
学
ぶ
こ
と
、
そ
の
こ
と
自

体
が
喜
び
で
あ
り
、
学
ん
だ

知
識
を
身
に
つ
け
、
自
分
の

人
生
に
生
か
し
て
い
く
」
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
も
私
の
生

き
が
い
と
な
っ
て
、
少
し
づ

つ
自
己
実
現
へ
の
一
歩
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

笹
原
誠
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第４号 学 生 新 聞 平成２１年９月２７日
1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

学生手帳

第
３
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

公
開
講
演
会
テ
ー
マ
は

「
宇
宙
の
膨
張

宇
宙
の
果
て
」

今
回
は
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
早
く
か
ら

入
学
し
、
勉
学
や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
活
躍
さ
れ
、

昨
年
、
5
度
目
の
卒
業
を
果
た
し
、
「
生
涯
学
習

奨
励
賞
」
の
金
賞
を
受
賞
さ
れ
、
現
在
古
本
屋

「
よ
ん
だ
ら
堂
」
を
こ
の
1
月
に
開
店
し
、
目
下

売
上
増
収
を
目
指
し
、
奮
闘
中
の
川
島
さ
ん
を
訪

ね
ま
し
た
。

Q

放
送
大
学
の
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
入
学
さ

れ
た
の
は
い
つ
で
す
か
。

A

85
年
1
月
で
す
か
ら
、
も
う
入
学
し
て
か
ら

24
年
に
な
り
ま
す
。

Q

そ
の
こ
ろ
の
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

A

最
初
は
大
宮
駅
東
口
の
東
中
学
の
あ
た
り
に

あ
り
、
木
造
2
階
建
て
の
校
舎
で
し
た
。
現
在
の

大
宮
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
の
場
所
に
移
転
し
た
の

は
確
か
87
年
7
月
で
し
た
。

Q

最
初
の
こ
ろ
の
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
様
子

は
ど
う
で
し
た
か
。

A

85
年
4
月
か
ら
学
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
が
、

入
学
応
募
者
が
定
員
オ
ー
バ
ー
し
て
、
全
員
を
入

学
さ
せ
る
た
め
に
埼
玉
共
済
連
ビ
ル
で
入
学
式
を

行
い
ま
し
た
。

Q

そ
の
当
時
の
授
業
は
ど
ん
な
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

A

そ
の
こ
ろ
は
面
接
授
業
が
放
送
授
業
と
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
お
り
、
単
独
で
の
面
接
授
業
は
選
択

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
学
期
も
3
学
期
制
で
し

た
。

Q

最
初
の
こ
ろ
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
つ
い
て
は

ど
う
で
し
た
か
。

A

当
初
は
あ
ま
り
学
生
間
の
交
流
も
少
な
く
、

サ
ー
ク
ル
活
動
自
体
も
少
な
か
っ
た
で
す
ね
。
87

年
6
月
に
現
在
の
「
サ
ー
ク
ル
大
宮
」
の
前
身
と

な
る
「
謳
魅
屋
（
お
お
み
や
）
」
と
い
う
名
の
サ
ー

ク
ル
な
ど
3
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
で
き
ま
し
た
が
、

ほ
か
の
2
つ
は
も
う
な
く
な
り
ま
し
た
。

Q

川
島
さ
ん
が
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
学
ん
で

一
番
よ
か
っ
た
と
思
う
と
こ
ろ
は
何
で
す
か
。

A

現
在
の
セ
ン
タ
ー
は
交
通
の
便
も
良
く
、
場

所
的
に
駅
か
ら
近
い
の
が
魅
力
で
す
よ
ね
。

Q

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に

望
む
点
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

A

も
う
少
し
学
生
が
増
え
て
、
に
ぎ
や
か
な
学

習
セ
ン
タ
ー
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

書
店
経
営
の
お
忙
し
い
中
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（

笹
原

記

）

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の

今
昔
と
思
い
出

川
島
紀
男
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

探
訪
コ
ー
ナ
ー
第
４
回

東
京
文
京
学
習
セ
ン
タ
ー

吉
森
・
松
崎
両
客
員
教
授
の

サ
ロ
ン
が
人
気
で
す
！

第
３
号
で
紹
介
し
ま
し
た
両
教
授
に
よ
る

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
「
サ
ロ
ン
」
が
大
変
好
評
で

す
。
あ
る
学
生
さ
ん
か
ら
は
サ
ロ
ン
に
参
加

し
た
い
が
ど
う
し
て
も
仕
事
で
参
加
で
き
な

い
。
非
常
に
残
念
だ
。
と
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
も
、
可
能
な
限
り
皆
さ
ん
の

声
を
反
映
し
、
多
く
の
学
生
さ
ん
が
参
加
で

き
る
よ
う
計
画
し
て
い
き
ま
す
。
第
３
回

「
サ
ロ
ン
ま
つ
ざ
き
」
は
、
10
月
３
日
（
土
）

13
時
30
分
か
ら
「
お
肌
の
健
康
を
さ
さ
え
て

い
る
微
生
物
」
と
題
し
、
第
２
講
義
室
で
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
「
第
３
回
サ
ロ
ン
よ
し

も
り
」
は
、
「
ア
メ
リ
カ
自
動
車
産
業
の
衰

退
要
因
」
と
題
し
て
11
月
７
日
（
土
）
午
後

（
詳
細
未
定
）
、
第
４
回
「
サ
ロ
ン
ま
つ
ざ

き
」
は
、
11
月
21
日
（
土
）
13
時
15
分
か
ら

「
極
上
の
う
ま
味
を
醸
し
出
す
日
本
の
漬
物

の
秘
密
」
と
題
し
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

教
授
サ
ロ
ン
開
設

10
月
10
日
（
土
）
～
11
日
（
日
）
に
開
催
の

第
3
回
フ
ェ
ス
タ
の
全
容
が
固
ま
っ
た
。

公
開
勉
強
会
は

「
食
の
安
全
・
日
本
の

農
業
」
に
つ
い
て

中
国
映
画
上
映

「
青
い
凧
」

オ
カ
リ
ナ
演
奏

一
〇
月
一
〇
日
（
土
）

一
〇
月
一
一
日
（
日
）

健
康
体
操

解
説
と
実
演

「
落
語
の
歴
史
と

太
夫
餅
」

柳
家
喬
の
字
さ
ん

二
日
間
共
通

イ
ベ
ン
ト

Ｐ
Ｃ
初
心
者
教
室

フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
よ
う



第
21
回
全
国
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
ま
な

び
ピ
ア
埼
玉
二
〇
〇
九
）

が

10
月
30
日
（
金
）
か

ら
11
月
３
日
（
火
）
ま
で
、

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

放
送
大
学
も
出
展
を
し

ま
す
。
放
送
大
学
の
多
彩

な
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の
紹

介
、
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
学
生
サ
ー
ク
ル
活
動

の
紹
介
、
放
送
大
学
教
授

に
よ
る
ミ
ニ
講
座
、
立
体

映
像
体
験
、
大
学
の
窓
で

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
企
画
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

11
月
14
日
（
土
）
か
ら
16

日
（
月
）
ま
で
浦
和
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

世
界
公
開
大
学
学
長
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
。
欧

米
お
よ
び
ア
ジ
ア
に
お
け
る

公
開
大
学
の
学
長
を
招
聘
し
、

各
国
の
遠
隔
教
育
の
状
況
に

関
す
る
講
演
や
公
開
大
学
が

今
後
の
生
涯
学
習
社
会
の
構

築
に
果
た
す
役
割
な
ど
を
展

望
す
る
も
の
で
あ
る
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

会
場
内
の
１
室
を
学
生
作
品

の
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
確

保
し
、
フ
ェ
ス
タ
に
出
品
さ

れ
た
作
品
の
い
く
つ
か
を
展

示
し
公
開
す
る
。

今
年
度
の
学
生
研
修
旅
行

の
日
程
が
11
月
26
日
（
木
）

に
決
ま
っ
た
。
「
甲
斐
の
武

田
信
玄
の
歴
史
を
た
ど
る
」

と
題
し
、
山
梨
県
立
考
古
博

物
館
や
史
跡
、
神
社
等
の
見

学
の
他
、
放
送
大
学
山
梨
学

習
セ
ン
タ
ー
や
山
梨
大
学
ワ

イ
ン
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
見
学
を
予
定
し
て
い
る
。

参
加
希
望
者
は
、
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

江
戸
時
代
の
古
文
書

を
読
む
会

勉
強
会
日
時
の
お
知
ら
せ

10
月
３
日
（
土
）

11
時

～
15
時

10
月
17
日
（
土
）

11
時
～

15
時

放
送
大
学
熟
年
会

・
勉
強
会

10
月
10
日
（
土
）

食
の
安
全
・
日
本
の
農
業

（
公
開
）
、
11
月
10
日
（
火
）

・
救
急
救
命
講
座

パ
ソ
コ
ン
教
室

初
心
者
コ
ー
ス

10
月
21

日
（
水
）
、
10
月
28
日
（
水
）

一
般
コ
ー
ス

11
月
17
日

（
火
）
～
毎
週
火
曜
日
（
第

2
火
曜
日
と
試
験
期
間
を
除

く
）健

康
体
操
研
究
会

毎
週
火
曜
日
、
８
階
講
堂

に
て
、
10
：
00
～
12
：
00

転
倒
予
防
に
も
つ
な
が
る
、

体
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
運

動
で
、
楽
し
く
汗
を
流
し
て

お
り
ま
す
。

10
月
の
フ
ェ
ス
タ
で
は
「
椅

子
を
使
っ
た
健
康
体
操
」
を

行
い
ま
す
。
11
月
の
ま
な
び

ピ
ァ
で
は
「
サ
ー
ク
ル
紹
介
」

に
参
加
予
定
で
す
。

皆
様
も
勉
強
で
疲
れ
た
身
体

を
、
一
緒
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

い
つ
で
も
体
験
可
能
で
す
。

体
育
実
技
1
単
位
取
得
で
き

ま
す
。

同
窓
会

10
月
10
日

公
開
講
演
会

「
宇
宙
の
膨
張
・
宇
宙
の
果

て
」
海
部
宣
男
教
授

サ
ー
ク
ル
お
お
み
や

10
月
21
日
（
水
）
柴
又
帝
釈

天
・
北
千
住
散
策

11
月
18
日
（
水
）
東
京
国
立

博
物
館

皇
室
名
宝
展
鑑
賞

俳
句

放
送
大
学
元
理
事

梶
野
慎
一

月
影
の

漏
れ
て
匂
へ
る

単
帯

道
連
れ
は

車
窓
に
浮
か
ぶ

月
の
船

短
歌

池

節
子

散
歩
み
ち

歩
道
の
上
に

赤
き
実
の
ふ
た
つ
揃
ひ
て

秋
は
来
に
け
り

ど
こ
ま
で
も

仰
ぎ
て
咲
き

し

こ
こ
花
野
パ
ラ
ボ
ラ

の
群

天
と
語
ら
ふ

（
国
立
天
文
台
野
辺
山
に
て
）

里
が
え
り

娘
生
け
た
る

花
の
あ
り
そ
の
清
々
し

白
き
色
な
り

川
柳

四
倉

光

図
書
室
は

生
涯
学
習

花

盛
り

秋
日
和

生
涯
学
習

遠
ざ

か
り

第
4
号
は
10
月
の
フ
ェ
ス

タ
関
係
記
事
が
中
心
に
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
一
緒
に
交

流
を
深
め
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

賛
助
券
（
千
円
）
の
ご
協
力

も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
号
は
11
月
発
行
予
定
で

す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

第４号 学 生 新 聞 平成２１年９月２７日
2

俳
諧
雑
記
（
四
）

榊
原
敏
子

先
ご
ろ
図
書
室
の
希
望
図

書
に
俳
諧
関
係
の
本
を
数
冊

お
願
い
し
ま
し
た
。
俳
文
学

を
学
ぶ
者
が
初
め
に
当
た
る

の
が
『
俳
文
学
大
辞
典
』
と

『
新
編
芭
蕉
大
成
』
で
し
ょ

う
。
二
冊
と
も
尾
形
仂
先
生

の
編
集
の
御
本
で
す
。
尾
形

先
生
は
立
派
な
体
躯
の
老
武

士
の
様
な
風
貌
で
始
め
て
お

会
い
し
た
頃
は
既
に
大
学
者

で
お
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の

講
義
は
「
蕪
村
の
難
句
考
」

と
題
し
て
未
だ
に
意
味
の
分

か
ら
な
い
句
を
手
書
き
の
資

料
で
解
読
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
緻
密
な
考
証
で
い
つ
も

学
問
の
原
点
を
示
唆
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
体
調

も
お
悪
か
っ
た
せ
い
か
お
出

で
に
な
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
し
ば
ら
く
し
て
先
生
の

岳
父
の
潁
原
退
蔵
先
生
の
遺

稿
を
纏
め
ら
れ
た
『
江
戸
時

代
語
辞
典
』
が
上
梓
さ
れ
ま

し
た
。
『
お
く
の
ほ
そ
道
評

釈
』
『
野
ざ
ら
し
紀
行
評
釈
』

『
蕪
村
の
世
界
』
『
座
の
文

学
』
と
俳
文
学
で
一
大
大
系

を
築
か
れ
た
先
生
で
す
。

雲
英
末
雄
先
生
は
同
じ
俳

文
学
者
で
も
古
俳
書
等
の
書

誌
学
が
特
に
詳
し
く
『
お
く

の
ほ
そ
道
』
元
禄
初
版
本
、

『
猿
蓑
』
初
版
本
等
貴
重
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
多
く
所
蔵

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
早
大
タ

ワ
ー
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
に

は
放
送
大
学
の
学
生
も
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
江
戸
時
代
は
俳
画
と
自
筆

の
筆
跡
と
と
も
に
俳
諧
を
受

容
し
て
き
た
」
と
い
う
お
考

え
で
し
た
。
『
カ
ラ
ー
版
芭

蕉
・
蕪
村
・
一
茶
の
世
界
』

に
よ
く
顕
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
几
董
は
其
角
を
尊
敬
し

そ
の
文
字
を
真
似
て
い
ま
す
。

蕪
村
関
係
の
俳
書
の
板
下
は

春
興
帖
等
を
除
き
殆
ど
全
て

几
董
の
も
の
で
す
」
等
興
味

深
い
お
話
も
伺
い
ま
し
た
。

『
元
禄
京
都
俳
壇
』
『
俳
書

の
話
』
等
の
研
究
書
の
外
に

野
鳥
が
お
好
き
で
鳥
、
梟
、

鶯
、
三
光
鳥
等
の
鳥
の
名
前

の
付
い
た
『
近
世
俳
人
短
冊

逍
遥
』
が
あ
り
ま
す
。
大
き

な
お
声
で
「
俳
文
学
バ
ン
ザ

イ
」
と
三
唱
さ
れ
た
『
蕪
村

の
手
紙
』
の
村
松
友
次
先
生

と
、
こ
こ
半
年
の
間
に
皆
鬼

籍
に
入
ら
れ
ま
し
た
。

（
続
く
）

秋
葉
栄
一

本
の
置
き
場
が
次
第
に
手

狭
に
な
つ
て
向
か
い
の
二
軒

続
き
の
空
き
家
を
買
い
取
っ

て
ビ
ー
ル
箱
の
簡
単
な
売
り

場
を
作
り
、
キ
リ
ス
ト
教
関

係
書
の
販
売
を
始
め
、
漸
次

一
般
書
も
取
次
ぎ
し
て
数
年

後
に
は
上
海
随
一
の
立
派
な

日
本
書
店
に
成
長
し
て
い
っ

た
。昭

和
五
年
に
世
話
に
な
つ

た
参
天
堂
社
長
が
亡
く
な
る

と
、
内
山
は
参
天
堂
を
や
め

て
書
店
経
営
に
専
念
し
た
。

書
店
業
の
販
売
が
伸
び
た
の

は
日
本
人
・
中
国
人
の
区
別

な
く
掛
売
り
を
行
い
、
愛
読

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
専
念
し

た
こ
と
に
よ
る
。
上
海
は
、

日
本
へ
留
学
し
た
学
生
達
の

離
合
集
散
の
場
所
で
あ
つ
た
。

日
本
が
上
海
に
侵
攻
し
た
上

海
事
変
が
起
き
た
時
は
、
中

国
側
の
抵
抗
は
す
さ
ま
じ
か
っ

た
。内

山
書
店
は
左
翼
文
献
を

売
っ
て
い
た
し
、
左
翼
が
出

入
り
し
国
民
党
か
ら
指
名
手

配
さ
れ
追
わ
れ
身
と
な
つ
て

い
た
魯
迅
に
危
険
が
及
び
そ

う
に
な
る
と
内
山
は
庇
っ
て

や
っ
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日

を
期
し
て
領
事
館
や
居
留
民

団
も
閉
鎖
さ
れ
解
散
し
て
し

ま
う
。
一
方
内
山
書
店
は
、

国
民
党
に
よ
っ
て
摂
取
さ
れ
、

内
山
も
国
外
退
去
さ
せ
ら
れ

た
。
内
山
完
造
は
身
一
つ
で

弟
の
嘉
吾
が
経
営
す
る
東
京

神
田
神
保
町
の
内
山
書
店
に

辿
り
着
い
た
。
で
も

日
中
戦
争
を
挟
ん
で

内
山
完
造
を
囲
む
中

国
要
人
た
ち
郭
達
夫
・

郭
沫
若
・
田
漢
の
元
日
本
留

学
生
だ
つ
た
中
国
知
識
人
と

の
人
間
同
士
の
交
流
の
繋
が

り
は
ず
っ
と
引
き
続
い
て
い

た
。昭

和
三
十
一
年
に
内
山
は

魯
迅
逝
去
二
十
周
年
記
念
祭

に
出
席
す
る
た
め
北
京
に
行
っ

た
。
念
願
の
上
海
に
も
行
き
、

万
国
公
墓
を
訪
れ
妻
美
喜
の

墓
参
り
も
し
た
。
後
年
内
山

も
糖
尿
病
と
胆
石
を
患
い
療

養
の
身
だ
つ
た
時
に
、
昭
和

三
十
四
年
中
国
で
療
養
す
る

よ
う
に
と
中
国
対
外
文
化
協

会
が
内
山
を
招
聘
し
た
。
北

京
に
着
い
た
内
山
は
、
旧
友

達
が
開
い
た
歓
迎
晩
餐
会

に
出
席
し
て
、
「
あ
あ
嬉
し

い
な
あ
」

と
ひ
と
こ
と
つ

ぶ
や
い
て
脳
梗
塞
の
発
作
で

倒
れ
て
亡
く
な
つ
た
。
七
十

四
歳
で
し
た
。

こ
こ
に
創
作
の
漢
詩
を
附

記
し
ま
す
。
（
左
枠
内
）

投
稿
コ
ー
ナ
ー

魯
迅
と
交
流
し
て
い
た

「
内
山
完
造
」
を
想
う

（
二
）

サ
ー
ク
ル
案
内

詩
歌
・
川
柳

編
集
後
記

土
屋

裕

３
年
前
に
「
こ
れ
か
ら
の
私
」
で
熟

年
会
の
会
報
に
投
稿
し
た
こ
と
が
あ
る
。

脳
梗
塞
は
血
液
が
固
ま
ら
な
い
よ
う

に
な
る
薬
を
毎
日
１
錠
飲
ん
で
い
る
。

前
立
腺
ガ
ン
は
薬
を
全
て
止
め
て
３
年

が
過
ぎ
た
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
は
PSA
が
0,1

で
先
日
の
検
診
で
Dr
か
ら
「
完
治
し
て

い
る
の
で
何
も
考
え
る
な
」
と
言
わ
れ

た
、
し
か
し
糠
よ
ろ
こ
び
に
は
な
れ
な

い
で
い
る
。

今
は
、
東
京
の
ジ
ャ
パ
ン
ウ
エ
ル
ネ

ス
で
グ
ル
ー
プ
療
法
を
受
け
て
い
る
。

ガ
ン
患
者
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
ご
く
限

ら
れ
た
人
た
ち
に
過
ぎ
な
い
。
グ
ル
ー

プ
の
会
合
が
終
わ
れ
ば
、
必
然
的
に
1

人
で
ガ
ン
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
に
よ
っ
て
、
が
ん
に
対
す
る
考
え
方

や
治
療
を
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
生

き
方
も
違
っ
て
く
る
。
ま
た
、
が
ん
の

種
類
や
転
移
の
有
無
、
性
別
な
ど
に
よ
っ

て
も
、
ガ
ン
が
心
に
及
ぼ
す
影
響
は
異

な
っ
て
い
る
。

定
年
の
翌
年
前
立
腺
ガ
ン
が
判
っ
た

と
き
、
医
師
は
「
前
立
腺
の
み
な
ら
ず
，

膀
胱
に
も
浸
潤
し

て
い
る
の
で
余
命

6
カ
月
」
と
言
わ

れ

た

。

そ

し

て

「
膀
胱
も
取
っ
て
ス
ト
ー
マ
ー
の
取
り

付
け
の
説
明
も
受
け
た
」
が
、
急
に
云

わ
れ
た
の
で
納
得
が
い
か
な
か
っ
た
。

も
し
、
手
術
し
て
も
余
命
は
長
く
な
い

し
、
予
後
に
自
信
が
無
く
、
手
術
以
外

で
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
ろ
う
、
絶

対
死
ぬ
も
の
か
と
思
っ
た
。

放
送
大
学
に
入
っ
て
、
ガ
ン
に
つ
い

て
必
死
に
な
っ
て
勉
強
し
な
が
ら
、
少

し
で
も
ガ
ン
に
効
果
の
あ
る
治
療
法
を

求
め
て
，
転
院
を
続
け
た
。
放
射
線
治

療
も
30
回
受
け
た
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に

効
果
が
有
る
と
聞
け
ば
、
早
速
、
試
し

て
み
た
。
1
回
20
万
円
の
高
額
な
免
疫

療
法
（
白
血
球
の
数
を
増
や
し
て
、
ガ

ン
細
胞
を
殺
す
）
さ
え
、
生
き
続
け
る

た
め
に
、
10
回
行
っ
た
。
免
疫
療
法
は
、

不
思
議
に
体
の
全
て
の
痛
み
が
無
く
な

る
が
、
2
日
も
す
る
と
、
座
る
だ
け
で

坐
骨
が
痛
く
て
、
座
っ
て
い
ら
れ
な
く

な
る
の
で
、
こ
れ
に
は
参
っ
た
。
最
後

に
、
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
患
部
を
90

度
の
電
磁
波
で
焼
く
「
温
熱
療
法
」

だ
っ
た
。
こ
の
療
法
が
効
を
奏
し
た
よ

う
で
、
今
で
は
元
気
に
歩
い
て
、
旅
行

に
行
っ
た
り
、
日
々
、
活
動
的
な
毎
日

を
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
余
命
6

カ
月
の
は
ず
が
、
い
つ
の
間
に
か
7
年

の
歳
月
が
過
ぎ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
ガ

ン
告
示
を
受
け
た
時
の
シ
ョ
ッ
ク
は
忘

れ
ら
れ
な
い
。

元
気
だ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
、
死
な
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
の
理
不
尽

か
ら
落
ち
込
ん
だ
の
は
事
実
。
で
も
、

こ
こ
で
負
け
て
な
る
も
の
か
、
絶
対
、

生
き
て
や
る
。
ガ
ン
に
負
け
な
い
こ
と

が
生
き
甲
斐
に
な
っ
て
、
今
ま
で
や
っ

て
き
た
。
私
の
場
合
、
下
手
に
精
神
科

で
く
よ
く
よ
悩
み
を
云
っ
て
も
、
し
ょ

う
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
安
心
感
は
、

精
神
科
的
な
治
療
薬
で
は
な
く
、
ガ
ン

そ
の
も
の
を
殺
す
こ
と
で
し
か
得
ら
れ

な
い
。
絶
対
、
ガ
ン
で
は
死
な
な
い
、

そ
の
信
念
が
人
生
を
支
え
て
き
た
。
確

か
に
、
ガ
ン
と
い
う
問
題
の
本
質
が
無

く
な
ら
な
い
限
り
、
精
神
科
医
が
介
入

し
て
も
、
患
者
の
悩
み
は
解
決
し
な
い

だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
自
分
の
力
で

心
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
は
社
会
の
為
、
他

人
の
幸
せ
の
為
に
尽
く
す
ボ
ラ
ン
テ
ア

余
生
を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
る
。

有
想

内
山
完
造

内
山
完
造
を
思
う
こ
と
有
り

中
日
津
梁
以
古
書

中
日
の
津
梁
古
書
を
以
っ
て
す

店
東
善
待
友
情
初

店
東
の
善
待
友
情
の
初
め

殺
身
成
徳
実
名
世

身
を
殺
し
て
徳
を
成
し
実
に
世

に
名
あ
り

上
海
永
眠
夫
婦
居

上
海
に
永
眠
す
夫
婦
の
居

「
ガ
ン
の
完
治
を
担
当
医
か
ら

先
日
告
示
さ
れ
た
！
」

ま
な
び
ピ
ア

埼
玉
二
〇
〇
九

世
界
公
開
大
学
学
長

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

学
生
研
修
旅
行


